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第３５０回教育研究評議会議事要録 

 

１．日 時  令和３年２月２日（火） １３：３５～１５：０５ 

２．場 所  経済大会議室（一部web参加） 

３．出席者  三浦学長、塩谷理事・副学長、二見理事・副学長、 

谷副学長、佐野副学長、塘副学長、 

       朝賀人間発達文化学類長、中村評議員、初澤評議員 

       鈴木行政政策学類長、髙橋評議員、福島評議員 

       貴田岡経済経営学類長、末吉評議員、福冨評議員 

       神長評議員、長橋評議員 

       生源寺食農学類長、荒井評議員、金子評議員 

       小野原基盤教育主管、難波環境放射能研究所長 

       【オブザーバー】高橋理事、緑川理事、上井監事、橋本監事 

４．欠席者  佐藤共生システム理工学類長 

 

５．議事 

【確認事項】 

  三浦学長から、佐藤共生システム理工学類長が体調不良により欠席のため、「教育

研究評議会の成立要件に係る学類長の欠席時の取扱いについて（申し合わせ）」（平成

１６年１２月７日教育研究評議会）に基づき、神長評議員が共生システム理工学類長

代理として出席することについて説明があり、確認された。 

 

【審議事項】 

（１）令和３年度国立大学法人福島大学年度計画（案）について 

三浦学長から、資料１に基づき、令和３年度国立大学法人福島大学年度計画（案）

の主な内容について、各担当理事・副学長より説明するとの発言があり、引き続き、

各理事・副学長から説明があった。 

審議の結果、原案のとおり承認され、今後の手続きとして学内及び経営協議会へ

意見照会を行うこととした。また、各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資

料参照の上、報告することとした。 

 

（２）大学院の改革について 

   塩谷理事・副学長から、資料２に基づき、大学院の改革に係る経営協議会学外委

員から寄せられた意見について紹介があった。また、複数研究科に係る各学類・研

究科の検討状況について報告があった。 

審議の結果、大学院の改革について継続して議論を進めていくこととして承認さ

れ、各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとし

た。 
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【報告事項】 

（１）理事の就任について 

三浦学長から、資料３に基づき、令和２年１２月２８日以降欠員となっていた本

学の理事（財務・財務戦略・施設・基金担当）について、令和３年１月２５日に文

部科学省からの内示を受け、「国立大学法人福島大学理事に関する規則」第３条第

１項の規定に基づき、当該者を本学の理事（財務・財務戦略・施設・基金担当）に

２月１５日付で任命する予定であることについて報告があった。 

各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（２）役員給与規則の一部改正について 

塩谷理事・副学長から、資料４に基づき、国家公務員給与法の改正に伴い「国立

大学法人福島大学役員給与規則」を一部改正することについて報告があった。 

各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（３）就業規則の制定等について 

塩谷理事・副学長から、資料５に基づき、「職員の降任及び解雇の手続に関する

細則」並びに「国立大学法人福島大学職員希望降任制度実施規程」を令和３年４

月１日付で制定することについて報告があった。また、①事務組織改編、②国家

公務員給与法等改正への準拠、③人事院規則の改正への準拠、④様式における押

印の見直し、⑤様式の見直し、⑥字句修正及び条ずれ修正による就業規則の改正

について報告があり、各規則における改正内容等について説明があった。 

各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（４）労使協定の締結について 

   塩谷理事・副学長から、資料６に基づき、「専門業務型裁量労働制に関する協定

書」「１年単位の変形労働時間制に関する協定書」「時間外労働・休日労働に関す

る協定書」の改正内容について説明があった。 

各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（５）平成２８～３０年度 卒業生・修了生アンケート、就職先アンケート分析結果

について 

   谷副学長から、資料７に基づき、平成２８～３０年度学類卒業生・大学院修了

生にアンケート調査を行った旨報告があり、引き続き、高等教育企画室から分析

結果の概要について説明があった。 

   質疑応答の中で、①今回の分析結果を還元していく今後の対応、②学生からの

回収率の低さについて質問があり、高等教育企画室より、①分析結果によって判

明した、卒業生・修了生の求める能力の向上に資するカリキュラムを構築してい

くこと、②回収率のさらなる向上のためにアンケート項目の整理や指導担当教員
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による学生への周知を検討することについて説明があった。 

各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（６）令和３年度予算（案）の伝達等について 

   塩谷理事・副学長から、資料８に基づき、文部科学省から、令和３年１月２８

日付で、本学の令和３年度国立大学法人運営費交付金予定額の伝達があったこと

について報告があった。引き続き、財務課から国立大学法人運営費交付金等の概

要、共通指標及びＫＰＩの評価結果等について説明があり 、施設課から国立大学

法人等施設整備実施計画協議予定事業の概要について説明があった。 

   各学類教員会議へ、教職員専用総合案内掲載資料参照の上、報告することとし

た。 


